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言語学史概論－認知革命が起こるまで－ 髙野 秀之  85 
 古代ギリシャ時代の言語研究を歴史的にたどる文献は、同時代における哲学的研究の成果
を華々しく著すものほど多くはない。しかし、プラトンの対話編『クラテュロス（水地・田






































































































者は armchair scholars と揶揄されることさえあった。 

































者の意図は研究の対象としてみなされなかった。（Taylor 2002, p. 5-6, 瀬戸 2008, p. 6-7） 
 こうした傾向は、後発の学問である言語学が、自然科学（のようなもの）として認識され
るために必要であった、いわば、ゆき過ぎた自然科学化志向の表れである。しかし、言語学









































































語形 A     語義 A 
語形 B     語義 B 
語形 C     語義 C 
語形 D     語義 D 
   ･･･      ･･･ 
語形 A    語義 A，語義 E，語義 F，･･･ 
語形 B    語義 B，語義 G，語義 H，･･･ 
語形 C    語義 C，語義Ｉ，語義 J，･･･ 
語形 D    語義 D，語義 K，語義 L，･･･ 
･･･ ･･･



































































（辻 2002, ｐ.182） 
 本章では、人間の認知や言語から遠い分野と思われるものから、比較的近くにある分野ま
で、関連する領域の研究成果を概観し、認知言語学の導入とする。 
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③ 存在すら認識していないことから、生命体 X にとって刺激 A／B ともに意味がない 
































        類似性に基づく関係 
                    類似記号（icon, iconic sign） 
        近接性に基づく関係             ex. 擬音語、擬態語 
                    指標記号（index, indexical sign） 
        慣習化された関係        ex. 直接的現実的因果関係 
                    象徴記号（symbol, symbolic sign） 










表意するものを言う。言語記号 －特に一般概念を表意する言葉－ は申請の象徴記号である。 
（米盛 1981, p. 125） 
 

































































と言えば優勢でした。（町田 2004, p. 17） 










の問題として説明する。（辻編 2002, p. 70 ） 
９）こうした対立関係は、「＋／－」ではなく「＋／±」と表記される。 
10）その先に想定されるのは、生命体 X にとって刺激 A／B のいずれかが生命の危険となるものであ
った場合には、遠からず自然淘汰される運命である。同様に、生命体 Y が刺激 A／B のいずれかより
速く移動できない場合には、生命体 Y にとって好ましくない状況が待ち受けていることであろう。
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しかし、その一方で、認知言語学は生命体が時間的・空間的に異なる場面では、今回と違った反応を
示すこともあり得るということを認めている。これは、認識論で言う恒常仮説に対する考えである。
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